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乳幼児、皮膚感覚の弱い人、ご
病人、自分で操作できない人、
深酒をされた人、疲労の激しい
人、眠気をさそう薬（睡眠薬・
風邪薬など）を服用した人など
のご使用は絶対に行わないで
ください。
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お手入れ時や長時間使用しな
いときは、必ずさし込みプラ
グを抜く

次のような人は絶対に使用しないよう、周囲の人が特に注意
すること

不意に作動してけがや感電、または
火災の原因になります。



異常時（こげくさい）などは運転を停止
して、さし込みプラグをコンセントから
抜く

火災・感電・けがの原因になり
ます。
　 カスタマーサポートセンター
へご連絡ください。
（☞ 16ページ）

温室や飼育室など人のいない場所で
使用しない
予測できない事故が発生する可能性が
あります。

交流100V以外では使用しない
直流や交流200Vを使用すると火災や感電
の原因になります。

火災・感電・けがの原因になり
ます。
　 カスタマーサポートセンター
へご連絡ください。
（☞ 16ページ）

改造はしない。また、修理技術者以外
の人は、分解したり修理をしない

電源コードを破損させたり、無理な方向に引張ったり、
加工しない（無理に曲げる・引張る・ねじる・たばねる・
重い物を載せる・挟み込むなど）

電源コードが傷ついて、
火災・感電の原因になり
ます。

可燃物の近くで使用しない
カーテンや衣類、ティッシュペーパー
などの可燃物の近くで使用しないで
ください。
火災の原因になります。

電源コードやさし込みプラグが傷んでいたり、コンセントへ
のさし込みがゆるい時は使用しない

感電・ショート・発火の
原因になります。

製品の隙間等に指や異物（針金、ピンなど）を入れない

感電やけが、故障の
原因になります。

本体に衣類やふとんなど、
物をかけない
通気口部分を塞ぐと発熱や
火災、故障の原因になります。

感電やけがをする
ことがあります。

ぬれた手でさし込みプラグを
抜きさししない

転倒するとけがの原因や
本体が故障します。

高所や不安定な場所では使用しない

水につけたり、水をかけたりしない
感電・ショートのおそれが
あります。

浴室や濡れた場所、室外で使用しない
感電・ショート・発火の原因になります。



● 乳幼児など、予測危険を理解出来ない人の単独使用は危険です。やむをえず離れるときには電源を
　切り、さし込みプラグをコンセントから抜いてください。
● 図に示す距離が保てても、屋外や自動車内などの特殊な場所でのご使用はおやめください。

さし込みプラグを抜くときは、電源コ
ードを持たずに必ずさし込みプラグを
持って引き抜く

感電やショート
による発火を
防ぐためです。

さし込みプラグを抜くときは、必ず
電源を「OFF」にする
感電・ショート・故障の原因になります。

外出時や長時間使用しないときは、
必ずさし込みプラグを抜く
火災の原因になります。

保管される時は製品を横にしないで
ください。
故障の原因になります。

持ち運ぶ時は必ず運転を停止し、
タンクの水を抜く
水濡れや感電、火災の原因になります。

上に乗ったり、座ったり、寄りかかった
りしない
けがや破損・故障の原因になります。

周囲20cm　以上、上方50cm　以上

20cm　以上

20cm　以上

20cm　以上

20cm　以上

上方
50cm　以上

奥まで
しっかり

さし込みプラグはコンセントの奥まで
しっかり差込む
感電や火災の原因になります。
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各部のなまえ

操作パネル

吸気口

フィルター

さし込みプラグ

電源コード

取っ手
持ち運ぶ際に持ち上げて使用します。

連続排水を行う場合に使用します。
通常はキャップでふさがっています。

連続排水口

吹き出し口

連続排水を行う場合に使用します。
お客様でご用意するホースと本体
をつなぎます。

連続排水用エルボ
フレキシブルダクトと本体を
接続します。

ダクトベース
本体吹き出し口から出る除湿
された風の向きを変えます。

フレキシブルダクト

除湿した際の水が溜まります。

フィルターカバーの内側に
取りつけられています。

排水タンク

本　体 正　面

背　面

付  属  品

フィルターカバーつまみ

フィルターカバー
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各部のなまえ

切タイマーランプ
電源OFFまでのおおよそ
の時間

満水ランプ
タンク満水時に点灯

霜とりランプ
霜とり運転時に点灯

運転モードランプ

湿度表示パネル

切タイマー設定ボタン
運転時間の設定ができます

運転切換ボタン
押すごとに運転モードが
切り換わります

電源ボタン
運転開始または終了
するときに押します

湿度設定ボタン
湿度コントロールモード時
に湿度の設定ができます

操 作 パ ネ ル
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使いかた
※ 初めてお使いになる前に、排水タンクを取り出してフロートの上の警告テープを取りはずしてください。　
　 その後本体に取り付けてください。
※ 排水タンクが定位置に確実にセットされているかを確認してください。

1. さし込みプラグをコンセントにさし込みます。

2. 電源ボタンを押して運転を開始します。

● 設定した湿度より周囲の湿度が高いときは除湿を始めます。
　 設定した湿度より周囲の湿度が低いときは送風運転となります。

● 湿度表示パネルは湿度設定ボタンを押してから 4秒経過すると、湿度表示パネルの表示が点滅した後、現時点の
　 周囲の湿度に戻ります。湿度が高い場合、または低い場合は以下の表示となります。
　湿度が 80％より高いとき ： 表示パネルに 「 H I  」 と表示されます。
　湿度が 40％より低いとき ： 表示パネルに 「 LO  」 と表示されます。

● 周囲の湿度に関係なく、連続して除湿運転を行います。

　 排水タンクが満水になると運転を停止します。（☞ 8 ページ）

● 電源を入れると電源ランプと湿度表示が点灯し、自動的に「自動運転」に設定されます。この「自動運転」のとき
　 は、周囲の湿度状況に応じて運転状態が自動的に切りかわります。
　 周囲の湿度が50％を超えているときは、電源ボタンを押してから約 3分後に除湿を始めます。
　（ただし、さし込みプラグをコンセントにさし込んでから3分以上経っていた場合は、直ちに除湿を始めます。）
　 周囲の湿度が 50％以下の場合は送風運転となります。
　

● 運転切換ボタンを押すごとに「自動運転」→「湿度」→「強力除湿」→「衣類乾燥」→「送風」 の順に運転モード
　 が切りかわり、選択されている運転モードの運転モードランプが点灯します。

自動運転     　湿度  　   強力除湿 　    衣類乾燥　     送風

 60％　　65％　　70％　　75％　　45％　　50％　　55％ 

自動運転

強力除湿

● 「湿度」モードのときに湿度設定ボタンを押すと、周囲の湿度を設定できます。

　 設定値は 60％→65％→70％→75％→45％→50％→55％ の順に切りかわります。
　 排水タンクが満水になると運転を停止します。（☞ 8 ページ）

湿度設定
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使いかた

4. 切タイマー設定

5. 運転停止

● 強風で連続除湿運転を行い、2 時間後に自動的に電源が切れる設定になります。
　 「衣類乾燥」モードはクローゼット内や小さなスペースでのご使用に適しています。

　 ※排水タンクが満水になると、2 時間経過していなくても運転を停止します。（☞ 8 ページ）

● 自動的に電源が切れる時間を 1、2、4、8 時間の 4 つから設定できます。
　 時間の経過とともに、切タイマーランプの点灯も変化していきます。

● 運転中に電源ボタンを押すと、運転を停止します。

　 ただし除湿運転が 6分を超えている場合、電源ボタンを押してもすぐには運転を停止しません。
　 この場合電源ボタンを押すと送風運転モードランプが点滅し、除湿機内部の湿度が高まり過ぎないようにする
　 ためファンが回り続け、約 5分後に自動的に電源が切れます。（カビ除去モード）　
 　※自動的に電源が切れるまでさし込みプラグをコンセントから抜かないでください。　

 1　　2　　4　　8　　OFF 

衣類乾燥

 送　風

● 除湿はせず連続でファンだけが回る送風運転を行います。
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排水のしかた

注意
　● 満水で運転が停止したときは、機器内部に残った除湿水がしたたり落ちてくる場合がありますので、運転停止後
      すぐに排水タンクを取り出さないようにしてください。
　● 本機を移動させるときは、排水タンク内の水が機器内部を濡らしたり、床にこぼれたりしないようにするために、
      まず運転を停止してタンクにたまった水を捨ててから行ってください。
　● 低温状態では機器内部の除湿水が霜になりやすくなるため、排水タンク内に除湿水が落ちていかない状況が起
      こる場合がありますが、故障ではありません。
　● 排水タンクにたまった水は飲料用、飼育用などには使用できません。健康を害するおそれがあります。

① 排水タンクを持ち運ぶときは、タンク内の水が
   こぼれないように両手で持ってください。

② タンクふたを取り外して水を捨てます。

③ 水を捨てるとき、フロート内に水分が残っている
   と満水自動停止装置が正常に作動しませんので、
   水分を完全にふき取るようにしてください。

④ タンクふたを元の位置に取り付けます。

③

排水タンク内に除湿した水が 3.1リットルたまると、自動的に運転が停止して満水ランプが点灯
しますので、タンク内の水を捨ててください。

タンクの下部の溝に指を入れて、静かに引き出します。
1. 排水タンクを取り出す

2. たまった水を捨てる

3. 排水タンクをセットする
排水タンクを本体の元の位置にセットします。
正しくセットされると満水ランプが消えて元の運転状態に戻ります。

①

②

④

フロート
タンクふた

排水タンク
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2.排水ホースを連続排水口に通して、排水用エルボを排水ホースに取り付けてください。

連続排水のしかた
排水ホースを取り付けることにより連続排水ができます。
※ 排水ホースは内径 12mm～15mm、外径 16mm 以下のホースをお客様ご自身でご用意いただく必要があります。

連続排水を行うときは、次のように操作してください。

1. 排水タンクを取りはずし、タンクの反対側にある
　 連続排水口のゴムキャップをはずしてください。

①連続排水口から排水ホースを通します。　　　　　　②排水用エルボに排水ホースを取り付けます。

エルボ取り付け部分透視図

3.排水用エルボを排水口にさし込みます。

4. 排水タンクを元の位置に戻します。
排水タンクをきちんとセットしないと運転できません。

除湿水がきちんと流れ出るように排水ホース
の排水口をつまらせないようにしてください。

排水ホースには必ず先下りの勾配
をつけます。

途中を曲げたり、排水ホースの先を
水の中につけたりしないでください。

注意

 誰も見ていない状態で長期間ご使用になる場合、この方法でご使用しないでください。警告

排水用エルボ

排水ホース

排水ホース

内を拡大

しっかり
差し込む

排水口

排水用エルボ
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フレキシブルダクトの使いかた
付属品のフレキシブルダクトを本体に取り付けることにより、除湿された風を任意の方向に向け
て吹き出すことができます。

1.ダクトベースを本体吹き出し口に取り付けます。

2.フレキシブルダクトを取り付けます。
フレキシブルダクトの 2つの引っかけ部をダクトベースの溝（図の▲ 印部）にはめ込み、時計回りに回します。
ダクトベースの内側には外れ防止の凸部分が有り（右図の△印部 )、これを乗り越える様に少し力を入れてさらに時計
回りに回します。（乗り越える際にカクッという感触があります）

フレキシブルダクトを伸ばしたり曲げたりして風を向け
たい方向に向きや長さを調整します。

3.フレキシブルダクトの向きや長さを調整します。

ダクトベース上面図

使用例 1 使用例 2 使用例 3

操作パネル

フレキシブルダクト

　 マークが操作パネル側に来るように本体に取り付け
ます。※このとき水平にすると簡単に取り付けできます。
　

引っかけ部

①フレキシブルダクトを反時計回りに、凸部分を越えて止
　まるまで回し、持ち上げて外します。
 （2．の図の取り付け／取り外し位置まで回して外します）
②ダクトベースは穴から指を入れて、右図の　　　　部
　を押して上にずらします。外しづらいときは前後左右に
　動かしながらずらすと本体から外れます。

4. 外しかた

マーク

マーク

ダクトベースの取付け向き

ダクトベース取付け状態断面図

ダクトベース

本体

ダクトベースを水平にします

フレキシブルダクト
回転可能範囲

取り付け／
取り外し位置

凸部分の
乗り越え位置

回す方向

ダクトベース
溝部分



お手入れのしかた
長くお使いいただくために、定期的に機器をチェックして、お手入れを行ってください。
お手入れをされるときは、電源ボタンを押して電源を切り、さし込みプラグをコンセントから抜いて
から行ってください。

フィルターにほこりやちりなどがたまると、除湿能力が低下したり、故障の原因となります。
2週間に1回程度で掃除してください。

1.フィルターを取りはずします。

2.フィルターのほこりを掃除機などで吸い取ります。
掃除機で吸い取るときは、ほこりが付いた面を上にします。
汚れがひどい場合は、ほこりが付いた面を下にして軽く水で洗い流し、日かげで干して乾燥させてください。

フィルターの突起部をフィルターカバーの穴（4箇所）に
はめ込みます。

3.フィルターを元の位置に取り付けます。

フィルターのお掃除

● フィルターを ��͵をこえる水で洗ったり、日光のあたるところに長時間放置しないでください。
   フィルターが変形することがあります。
● フィルターを掃除した後は必ず元の位置に戻してください。ほこりが内部に入り込んで故障の原因になります。

注意
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①フィルターカバーを本体からはずします。　　　　　 ②フィルターカバーからフィルターを取りはずします。

内を拡大



12

お手入れのしかた

3. 本体内部に水が入ると絶縁不良やサビなどの原因となり
   ますので、本体をふくときは布をできるだけ固くしぼって
   ください。

長期間使用しないときは

● 排水タンク内に残っている水をすべて捨てて、タンクをきれいに拭いてください。
● さし込みプラグをコンセントから抜いて、電源コードを結束バンドなどで束ねてください。
● 吸気口、フィルターカバー、フィルターを掃除してください。
● お手入れのあと、お買い上げ時の箱に入れるか、ほこりが入らないようにポリ袋などを被せて、湿気の少ない
　 場所に保管してください。
● 電源コードはポリ袋に入れてください。発砲スチロールに触れると電源コードが傷む場合があります。

1. ぬるま湯（��͵以下）または中性洗剤を含ませた、やわら
   かい布でふきます。

2. 中性洗剤を使った後は、必ずきれいな水でもう一度水ぶき
   します。

4. 次のものは使用しないでください。傷、変形、変色、ひび
　 割れなどの原因となります。
   シンナー、ベンジン、アルコール、石油、衣料用粉末洗剤、
   みがき粉、アルカリ性洗剤、熱湯、酸性溶液、たわしなど。

5. 化学薬品を含んだ布でこすったり、長時間接触させたまま
　 にすると、傷がつく恐れがありますので、ご注意ください。

中
性
洗
剤

シンナー ア
ル
コ
ー
ル

注意

※ 本機は立てた状態で保管してください。横に倒した状態で保管すると故障の原因となります。

1. 本体から排水タンクを取り出しタンクふたを外して、タンク
　 本体とタンクふたを本体のお手入れと同じように行います。

2.タンクふたを取り付けて排水タンクを本体にセットします。

※ フロートは取り外さないでください。故障の原因となります。
※ 空気中の汚れが除湿水に溶け込むことがあり、タンクが黒ずむことが
　 あります。

本体のお手入れ

排水タンクのお手入れ
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知っておいていただきたいこと

室温が�͵～��͵の範囲でお使いください。
室温が��͵を超えると、内部機器の温度が上がり、保護機能が働いて運転が停止することがあります。
室温が�͵より低い場合、除湿した水の凍結防止のため、除湿せずに送風運転となります。

2. 運転中は室温がやや上昇します。

本機は運転時に熱を発して暖かい風を出す構造なので、室温が1～�͵程度上がります。また、冷房の機能はありません。

3. 除湿量は室内の温度、湿度に応じて変化します。

室内の温度や湿度により除湿量は変化します。特に温度の低くなる冬期は除湿量が減少します。

4. 霜とり運転

運転時に霜とりランプが点灯することがあります。
これは、室温が��͵以下になると内部機器に霜が付くことから、霜とりを行っているためで、故障ではありません。
霜とりの頻度は室内の温度と湿度によって異なりますが、およそ30分間につき10分間程度で霜とり運転を行います。

5. 再運転まで約 3分間待つ必要があります。

運転停止から電源ボタンを押して電源を「入」にすると、約3分間除湿運転をしませんが、機器の性能を保護するため
のものであり、故障ではありません。

1. 適用温度範囲

6. 除湿機の冷媒について

本機には冷媒としてフロン類が封入されています。地球温暖化防止のため、廃棄等にあたっては、冷媒フロン類の適切

な処理が必要ですので、お住まいの地域の方法に従って廃棄してください。（☞14ページ）



仕様
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形名

定格電圧

定格周波数

除湿方式

機能種類

定格消費電力

定格除湿能力

冷媒種類

冷媒量

排水タンク容量

製品質量

コード長

外形寸法

XQJòD010

100V

50Hz ／ 60Hz

コンプレッサー式

B 形 (※1)

209 ／ 228W

8 .0／ 9.2 L / 日  (※2)

R134a

155g

約 3.1Lで自動停止

約 10 kg

約 1.8 m

高さ 506mm× 幅 171mm×奥行 333mm

高さ506mm×幅333mm×奥行171mm
※1: JIS C 9617 で規定された低温性能で A 形は18℃、B 形は 5℃で保証されています。本機は B 形となり、冬
　　期や気温の低い場所でも除湿性能を発揮できます。

※2: 室温 ��͵、湿度 60％を維持し続けたときの 1日あたりの連続運転時の除湿量です。



修理を依頼される前に、次にことをお確かめください。

症状 確認してください

電源ボタンを押しても運転しない ①排水タンクが正しくセットされていますか？（☞8 ページ）
②排水タンクが満水になっていませんか？（☞8 ページ）
③さし込みプラグはきちんとさし込まれていますか？
④ご家庭のブレーカーのスイッチが「切」になっていたり、
　ヒューズが切れていたりしませんか？
⑤停電ではありませんか？

除湿量が少ない

湿度がなかなか下がらない

音がうるさいとき

風が出てこない

①フィルターがほこりなどでふさがっていませんか？（☞11ページ）
②吹き出し口、吸気口がふさがっていませんか？

③室内の温度、湿度が低すぎませんか？（☞13 ページ）

①室内のスペースが広すぎませんか？
②ドアや窓を頻繁に開け閉めしていませんか？
③室内に水蒸気を出すものがありませんか？

①除湿機が正しく置かれていないためにがたついていませんか？

②床は不安定ではありませんか？　
③フィルターが目詰まりしていませんか？（☞11ページ）

①フィルターがふさがっていませんか？（☞11ページ）
②異物が入ってファンが回らなくなっていませんか？

お客様の除湿機が正常に運転しないときは、上記の各項目をまずチェックしてみてください。
それでも故障が直らないときは、お客様ご自身で分解修理はされずに、　　カスタマーサポートセンターにお問い
合わせください。

緊急の対応方法
製品から煙や火が出たときは、すみやかにさし込みプラグをコンセントから抜いて、ご使用を中止して　　カスタマー
サポートセンターにご相談ください。
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